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っ て 強 い 反応を示 し た 。 杯細胞内で は ，分泌 顆 粒 に 多量 の DAB 反応 の 沈着物が観察 され た 。 しか し沈着

の 現れ 方 は各顆粒 ， 細胞 に よ っ て 異り，ALPase の 局在は各顆粒 の 成熟 の 程度や分泌 の phase に よ っ て 異

る こ とを 示唆 して い る。 ま た microvilli の 表面 に も反応産物の 沈着が観察 きれ た 。

19， Peroxidase を標識とする酵素抗体法の 基礎的砥究
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　近年 ， 抗原 の 繝 包内局在性 を調 べ る
一一手 段 と し て 抗体に Peroxidaseを標識し， 細胞 内に 存在す る抗原と

反応 さ せ た 後， 標識し た Peroxidase の 反 応 を利用 し て ，　 DAB を 発色 させ る方法が広 く用 い られ つ つ あ る 。

と こ ろが細胞内に お い て は求め る抗原 の 位置 に 於 け る DAB の 発色 だ けで な く，諸 種 の 細胞 内 小 器 官 に

e。 d。9，n 。 。 s な DAB 反汚趣が 認 め られ る 。 従 っ て 抗原の 局在を 知肪 法 と して，酵素抗 体 法｝こ よ る 1）AB

反応 を用い る場合，出来 るだ け こ の よ うな endogenous な DAB 反応 を抑 え る こ と が望 ま し い
。 その よ う

な 目的 で 我 々 は endogenous な DAB 反応 の 性質 を再検討し た 。

　  反応液 の pH を 4〜9 の 間 で 変化 させ た と こ ろ，　pH 　5 以下 で は ミ トコ ン ド リ ア で の DAB 反応物

は少 な くな るが ，
マ a ク ロ ボ デ ィ に 関し て は ，pH ゆ 9 の 問 で 染色性に 殆 ん ど変化は認め られない 。

　  　Triazく）le，　 KCN ，　 NaN3 に よ っ て endogenous な DAB 反 応 は 阻 害 され る 。

　  上記 の 阻害剤を利用 し て ， endogenous な反応 を 除去 し た 後，　 exogenous な Peroxidase に よ る DAB

反 応 を示 し うる 条件を検討した 。
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　チ ト ク ロ ム C ペ ル オ キ シ ダーゼ （CCP ） は 酵母， ア カ パ ン カ ピ等数種の 菌を除い て ほ とん ど見 い だ され

て お らず ， 生 理 的意義 も不明で あ る。

　今回 Tetrahymena　pyriformis　W 株の ミ トコ ン ドリア に 強い C（）P　l舌性 が 局在す る こ と が，　Avers の 方

法 （J，Bacteriol，94 ： 1225，1967） を用 い て 電顕的 に 見 い だ きれ た 。　pH 　7・　5 で 2× 10
−sM

の KCN で 阻

害され，グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド感受性で あ っ た が ， 1 × 10
−2M

の NaN3 に は 阻害 され な か っ た 。

　チ ト ク ロ ム 酸 化 酵素活性 は Tetrahymena に は な い と 報告 きれ て い た が ， 微弱なが ら存在す る こ とが

Burstene法 （」，　 Histochem，　 Cyto。hem．8 ：63，19δ0） で 証 明 され，　 NaN3 に 感受性を示 した 。

　以上の 他 ， 2，3 の 知見を加 え ， Tetrahym  a の CCP が コ ハ ク 酸 を 基質 とす る ミ トコ ン ド リア の 電子伝

達系で 主要な 役割を演じて い る可能性 に つ い て考察す る。

一 23 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


